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岩田健三郎先生の版画のスケッチ会で、飾磨大樋から飾磨港まで往復二十四回、船場
川にかかる「橋シリーズ」がありました。船場川は、市街地を流れ姫路城の堀を満た
しています。新緑まぶしい五月の坊主橋でのスケッチ中、羽を広げた白鷺が私の上を
飛んでいきました。白鷺のその大きさに驚きました。（中塚 勝美）
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「書写塗」は姫路独自の文化として、多くの難関を乗り越えて現在に伝承
されています。書写山にちなんだ書写塗は、書写山圓教寺の壽量院の精進料
理で使われている器ということで知られている程度で、その由来や製法を知
る人は少ないのではないかと思います。今回は、この播磨の地で、唯一、書
写塗の由来や製法に興味関心をもち研究を積み重ね、現代に復元し、そして
国内外へ発信と継承に心血を注いでおられる、たつの市揖保川町にある岡田
道明さんの工房「塗師岡田」を訪問させていただきました。
工房には、思わず目を見張る数や大きさなど様々な書写塗の漆器が置かれ

ていました。書写塗は20工程余の製法技術があるとお聞きし、丹念に作り上
げられたものだと分かりました。それゆえに落としても割れない、また使い
込むうちに上塗りの朱漆が摩耗してじわりと出てくる下塗りの黒漆が味わい
深く表われてきます。
書写塗に関する唯一の文献資料によると、1585年和歌山の根来寺が秀吉の

焼き討ちにあった際、離散した塗師によって漆塗りの文化が書写山に伝わり
その後、江戸時代末期に磁器の台頭により途絶えてしまったと記されていま
す。生活様式の変化などに伴って途絶えていく書写塗を、情熱にあふれた塗
師の岡田さんをはじめ多くの関係者の17年余の歳月の研究とたゆまぬ努力に
よって復元されたのが現在の書写塗です。
今後は、書写塗を器だけでなく身近な生活用品などに取り入れ、さまざま

な制作活動を行うことで、後継者が生業として成り立つための地場産業とし
て確立し、世界に発信していきたいと考えておられます。書写塗などの漆器
は、ともすれば高価な品物として日用品として敬遠され飾り物として取り扱
われることが多いですが、日常生活により多く取り入れ、活用していくこと
が作り手の何よりの狙いです。お話を聞きながら、そのものの由来や製法を
知り、生活の中に生かしていくことの大切さを痛感しました。

伝統工芸品、歴史的建造物、おすすめのレスト
ランなど…中播磨地域に住む記者が「行ってみ
たい」と思う、こんなところをご紹介！

取材・原稿／【生活創造応援隊】植原邦子、田路和子

中播磨地域情報誌 Wa’Wa’Wa ｜ 令和６年度12月号 Vol.112

書写塗の由来や魅力を学ぶ

復刻された書写塗の漆器

塗師岡田
【たつの市揖保川町】

文献をひもとき150年ぶりに復刻
「幻の書写塗に魅せられて～17年の歳月をかけた研究と努力～」
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岡田さん（中央左側）と記念撮影



Oh！zappa！小さなしあわせ発見ツアー

株式会社日東社の提供する体験型プログラムが
「ひょうごフィールドパビリオン」に認定されまし
た。今回の認定により、中播磨管内の認定プログラ
ムは、23件となりました。株式会社日東社は、創業
100年を超える姫路市にあるマッチメーカーであり、
姫路の地場産業のひとつであるマッチを一貫体制で
生産しています。こちらで提供される体験型プログ
ラムでは、マッチ生産工程やマッチの里ミュージア
ムの見学とともに、色鉛筆やテープを使いオリジナ
ルマッチを制作することもできます。

ひょうごフィールドパビリオン認定プログラムのひとつである株式会社ZAPPAが運営するザッパ村にて、
「ザッパ村の歴史とSDGsに触れる小さなしあわせ発見ツアー」に参加しました。そこは、代表取締役の野阪さ
んの夢の詰まった、異国情緒漂う建物と手作りの可愛い装飾に囲まれた小さな村でした。全てが可愛い雑貨屋さ
んとおしゃれなカフェかと思う空間ですが、ツアーを終えると、その奥深さに驚きます。過疎化などの地域社会
問題をポジティブに変換し、地域の人を巻き込み廃材提供を受けて、みんなで楽しみながら解決していくという
「ザッパ流のSDGs」の考え方を体感することが出来ます。自由でゆったりとした時間の流れの中で、自分たち
の生活を振り返る時間にもなりました。みなさんもちょっぴり非日常を感じるザッパ村を訪れてみてはいかがで
しょうか。
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一足先に工場内を見学させていただきましたが、軸木を選別するところから
商品が出来上がり包装されるまでの工程を順番に間近で見学することができ、
とても興味深かったです。特に、頭薬（マッチ棒の頭・こすって火をつける部
分）をつけ乾燥させる自動マッチ製造機は、大量かつ一気に処理する様が大迫
力でした。是非みなさんも姫路の誇る地場産業にふれてみてください。

頭薬がついてマッチらしい姿に 箱詰めされたマッチを
人の目でしっかりとチェック

さまざまなデザインのマッチ箱

ザッパ村の入り口
異国に来たような外観

来村人が自由に端布を貼り付けた
「クジラダ・ファミリア」

地域ならでは「播州手織り」の洋服販売

フィールドパビリオンを実際に体験してもらい、各プログラムがより魅力的になるよう、県内の団体・
グループが、ひょうごフィールドパビリオン認定プログラムを体験するための費用を助成します。
令和６年12月１日より第４期募集を開始します。

（１）対象団体 県内の10名以上の自治会、子ども会等の地域団体・グループ
（２）対象経費 ①ひょうごフィールドパビリオン認定プログラム体験料（消費税は除く）

②体験にかかる交通費
（３）補助率 補助対象経費に応じて定額（上限４万円）

申請QRコード

姫路の地場産業に触れてみる ～マッチを通じて火に親しむ１日～

中播磨県民センターからのお知らせ

ひょうごフィールドパビリオンは、地域の「活動の現場そのもの
（フィールド）」を、地域の方々が主体となって発信し、多くの
人に来て、見て、学び、体験していただく取組です。

「ひょうごフィールドパビリオン」とは?

フィールドパビリオン県民モニター募集
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発行元／兵庫県中播磨県民センター県民躍動室県民課（消費者センター） 〒670-0947 姫路市北条１-９８ 兵庫県姫路総合庁舎２階
【電話】079-281-9197 【ＦＡＸ】079-281-3015 【Ｅメール】nkharikem@pref.hyogo.lg.jp

しんぶんを通して、人のWa’・平和のWa’・話のWa’など限りないWa’に出会いたい…そんなWa’を伝えていきます。
（生活創造応援隊 一同）
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出典：「リスキーな心理傾向」を測るチェックシート：デザインA（消費者庁）
（https://www.caa.go.jp/future/project/project_001/material/）

消費生活情報～くらしに役立つ情報をお届けします～


